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10
月
27
日
に
行
わ
れ
た
沢

内
小
学
校
の
学
習
発
表
会
で
、

６
年
生
の
劇
「
命
を
守
る 

生

命
村
長
・
深
澤
晟
雄
物
語
」
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 

深
澤
晟
雄
資
料
館
で
も
学
校

の
求
め
に
応
じ
て
資
料
提
供
に

努
め
、
後
世
に
生
命
尊
重
の
理

念
を
伝
え
る
教
育
活
動
を
支
援

し
ま
し
た
。 

 

６
年
生
19
人
の
総
出
演
で 

 

 

さ
わ
う
ち
太
鼓
百
年
座
25
周

年
記
念
公
演
が
10

月
13

日
銀

河
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

記
念
公
演
に
は
百
年
座
と
関

係
深
い
盛
岡
市
、
紫
波
町
、
奥
州

市
、
秋
田
県
大
館
市
の
創
作
太
鼓

団
体
が
25
周
年
を
祝
う
太
鼓
を

披
露
、
千
葉
県
か
ら
の
友
情
出
演

も
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
を
響
か
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
百
年
座
が
指 

 

導
す
る
町
内
の
保
育
所
や
中
学

校
、
障
害
者
施
設
の
太
鼓
演
奏
と

坂
本
神
楽
や
湯
本
鬼
剣
舞
の
郷

土
芸
能
が
花
を
添
え
ま
し
た
。 

百
年
座
は
平
成
元
年
、
ふ
る

さ
と
創
生
事
業
で
新
た
な
伝
統

芸
能
創
造
に
よ
る
地
域
お
こ
し

を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

村
政
施
行
百
周
年
で
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
「
さ
わ
う
ち
太
鼓
百 

   

年
座
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。 

「
沢
内
」
と
い
え
ば
生
命
尊

重
の
村
。
そ
れ
を
太
鼓
で
表
現

し
て
こ
そ
「
さ
わ
う
ち
太
鼓
」
と

結
成
初
の
演
奏
は
「
い
の
ち
の

鼓
動
」
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
四

半
世
紀
、
記
念
公
演
も
「
い
の

ち
」
が
テ
ー
マ
。
創
立
当
時
の

「い
の
ち
の
鼓
動
」を
ア
レ
ン
ジ
、

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
で
25

周
年
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

百
年
座
の
団
員
は
中
学
生
か

ら
50
代
ま
で
の
12
人
で
、「
い

の
ち
の
鼓
動
」
の
初
心
を
後
継

者
育
成
の
柱
に
据
え
て
未
来

を
展
望
し
て
い
ま
す
。 

「
緊
張
し
た
け
ど
、
皆
さ
ん
が

真
剣
に
観
て
く
れ
た
の
で
良
か

っ
た
」
と
、
先
人
の
思
い
を
共

有
し
た
小
学
校
最
後
の
演
劇
発

表
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
観
劇
し
た
町
民
か
ら

は
「
沢
内
の
先
人
の
業
績
を
し

っ
か
り
演
じ
て
い
た
」
「
『
赤

ち
ゃ
ん
は
村
の
宝
』
と
い
う
村

長
の
言
葉
に
涙
が
出
た
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

さわうち太鼓百年座 
２５周年記念公演 

 

上
映
日
の
ご
案
内 

11
月

23
日 

愛
知
県
犬
山
市
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー 

い
の
ち 

の
山
河 

乳児検診の場面。白衣の保健師、母親たちと村長（右） 

生命村長物語を熱演 
沢内小の学習発表会 

「い
の
ち
の
鼓
動
」a

は
永
遠
に 

「いのちの鼓動」で会場を魅了した百年座のステージ 
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インタ―ネットの 

ブログから  ② 

「
憲
法
発
『
命
の
村
政
』
」
と

題
し
て
深
澤
村
長
の
新
憲
法

解
説
原
稿
発
見
を
報
じ
た
朝

日
新
聞
（
平
成
22
年
９
月
16
日

付
）
に
敏
感
に
反
応
し
た
の

は
、
と
だ
９
条
の
会
（
埼
玉
県

戸
田
市
）の
ブ
ロ
グ
で
し
た
。 

同
ブ
ロ
グ
（
下
欄
）
は
、
旧

沢
内
村
の
生
命
行
政
と
朝
日

新
聞
記
事
を
紹
介
し
な
が
ら
、

憲
法
に
裏
打
ち
さ
れ
た
生
命

尊
重
行
政
だ
っ
た
こ
と
を
評

価
し
て
い
ま
す
。 

新憲法解説原稿見つかる 
「とだ９条の会」ブログ（2010/09/28） 

深澤・旧沢内村長の憲法解説原稿 
沢内村と言えば、映画「日本の青空」第２弾として製

作・上映運動が展開されている「いのちの山河～日本

の青空Ⅱ～」の舞台。老人医療費無料発祥の地です。 

  医療関連の問題をはじめ、格差社会、ワーキングプ

ア、戦争、貧困、孤立、自殺、少子化・・・そして派遣村

のとりくみ、現代のさまざまな“いのち”の問題を考えると

き、いま一度、憲法２５条の精神を問い直し活かしてい

く必要があるのではないかとこの映画は作られました。 

主人公・深澤晟雄は、村民のいのちのため、全国に

先駆けて何としてでも実現させようと「少なくとも憲法違

反にはならない。国がやらないから、村がやるんで

す！」と憲法２５条を盾に、老人・乳児医療無料化を

推し進めていきます。やがて、全国でも最悪の乳児死

亡率だった村が、全国初の乳児死亡“ゼロ”という記録

を生みだすまでに‥‥。 

このほど、この全国に先駆けて老人医療費の無料

化に踏み切った旧沢内村（現西和賀町）の故・深沢晟

雄（まさお）村長が公布直後の憲法を解説した原稿が

見つかりました。 

村の青年を対象にした講座の草稿で、戦争放棄や

生存権をうたった憲法９条や２５条の理念を説いてい

ます。生命尊重の行政を進める上で憲法を強く意識し

ていたことを示す資料として西和賀町沢内の深沢晟雄

資料館に保存されるといいます。そこで、９月１６日配

信の報道よりその内容をご紹介します。 

（以下、朝日新聞記事を紹介していますが省略） 

解説原稿の写真入りで原稿発見を報じる

朝日新聞。記事の全文と解説原稿の原本

は深澤晟雄資料館に展示されています。 


